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次

に

、
「

木

造

住

宅

の

耐

震

対

策

に

つ

い

て

」 
 

お
伺
い

致
し

ま
す

。 
先

の

質

問

で

、

大

規

模

地

震

に

備

え

た

、

学

校 
 

施
設
や

通
学

路
な

ど
の
ブ

ロ
ッ

ク
塀
等

の
安
全

確
保

の
大
切

さ
に

つ
い

て
発
言

し
た

と
こ
ろ

で
あ
り

ま
す

が
、
木

造
住

宅
の

耐
震
対

策
も

待
っ
た

な
し
の

状
況

と
考
え

ま
す

。 

阪

神

淡

路

大

震

災

で

は

、

神

戸

市

内

を

中

心

に 

震
度
七

を
観

測
。

死
者
約

六
千

四
百
人

の
八
十

％
に

相

当

す

る

、

約

五

千

人

の

方

々

が

、

木

造

家

屋

の 
 

倒
壊
に

よ
る

圧
死

で
あ
り

ま
し

た
。 

ま
た
、

倒
壊

し
た

家
屋
は

、
地

域
住
民

の
避

難
や

救
助
活

動
に

も
大

き
な
妨

げ
と

な
り
ま

し
た
。 

県
が
策

定
し

た
「

山
梨
県

東
海

地
震
被

害
想

定
調

査

」

に

よ

る

と

、

身

延

町

、

南

部

町

、

甲

府

市

、 
 

 

富
士
吉

田
市

を
中

心
に
人

的
被

害
が
発

生
し
、

被
害

が
最
大

と
な

る
ケ

ー
ス
で

、
死

者
約
三

百
七
十

人
、

重
傷
者

約
六

百
七

十
人
、

軽
傷

者
約
五

千
四
百

人
と

想
定
さ

れ
て

お
り

ま
す
。 

こ

こ

で

も

、

建

物

被

害

に

起

因

す

る

死

傷

が

、 
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要
因
と

し
て

最
も

割
合
が

高
い

と
予
測

さ
れ
て

お
り

ま
す
。 

さ
ら
に

、
県

内
で

は
平
成

二
十

八
年
に

発
生

し
た

熊
本
地

震
後

の
調

査
で
、

新
た

な
断
層

が
発
見

さ
れ

て
お
り

、
耐

震
改

修
等
の

必
要

性
が
一

層
増
し

て
お

り
ま
す

。 

し

か

し

、

甲

府

市

を

例

に

と

っ

て

み

ま

す

と

、 
 

耐
震
改

修
が

必
要

な
住
宅

一
万

二
千
戸

に
対
し

て
、

平
成
二

十
三

年
度

か
ら
の

補
助

実
績
は

、
無
料

耐
震

診
断
は

八
百

戸
余

り
、
耐

震
改

修
実
施

に
至
っ

て
は

百
戸
余

り
で

あ
り

ま
す
。 

改

修

工

事

の

実

績

が

伸

び

な

い

理

由

は

、

工

事 

費
用
の

負
担

感
か

ら
工
事

を
諦

め
る
所

有
者
が

多
い

か
ら
で

あ
る

と
お

聞
き
し

ま
す

。 

こ

う

し

た

中

で

、

高

齢

者

や

要

介

護

者

が

い

る 

家
庭
で

は
、

素
早

い
避
難

行
動

が
と
れ

な
い
こ

と
も

考
慮
す

る
と

、
費

用
負
担

の
少

な
い
耐

震
シ
ェ

ル
タ

ー
や
、

介
護

ベ
ッ

ド
用
シ

ェ
ル

タ
ー
な

ど
の
利

用
も

有
効
と

考
え

ら
れ

ま
す
。 

そ
こ
で

、
家

屋
の

倒
壊
か

ら
県

民
の
生

命
を

守
る
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た
め
、

木
造

住
宅

の
耐
震

対
策

を
進
め

て
行
く

こ
と

は
、
大

変
重

要
で

あ
る
と

考
え

ま
す
が

、
県
の

取
り

組
み
に

つ
い

て
、

お
伺
い

致
し

ま
す
。 

 県
土
整

備
部

長 
答

弁 

木
造
住

宅
の

耐
震

化
を
進

め
る

た
め
、

県
で

は
、

こ
れ
ま

で
無

料
の

耐
震
診

断
や

、
耐
震

化
工
事

等
へ

の
補
助

制
度

を
創

設
す
る

と
と

も
に
、

市
町
村

や
建

築
関
係

団
体

と
連

携
し
て

、
耐

震
啓
発

ロ
ー
ラ

ー
作

戦
と
称

し
た

戸
別

訪
問
を

、
約

２
万
世

帯
を
対

象
に

実
施
す

る
な

ど
、

必
要
性

の
周

知
に
努

め
て
参

り
ま

し
た
。 

更
に
、
耐
震

化
工

事
の
実

績
を
増

や
す

た
め

に
は
、

工
事
費

用
の

個
人

負
担
を

軽
減

す
る
こ

と
が
肝

要
で

あ
る
こ

と
か

ら
、

本
年
度

か
ら

、
工
務

店
の
技

術
者

を
対
象

と
し

て
、

他
県
で

実
績

が
あ
る

低
コ
ス

ト
工

法
の
普

及
を

図
る

た
め
の

、
研

修
会
を

実
施
し

て
い

る
と
こ

ろ
で

す
。 

ま
た
、

議
員

御
指

摘
の
耐

震
シ

ェ
ル
タ

ー
に

つ
い

て
も
、

県
の

補
助

対
象
と

な
っ

て
お
り

、
高
齢

者
や
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改
修
が

困
難

な
方

に
は
、

少
な

い
費
用

で
安
全

が
確

保
で
き

る
こ

と
か

ら
、
そ

の
普

及
に
も

努
め
て

い
る

と
こ
ろ

で
あ

り
ま

す
。 

今
後
は

、
啓

発
や

周
知
活

動
な

ど
を
粘

り
強

く
続

け
る
こ

と
に

よ
り

、
木

造

住
宅
の

耐
震

化
の

促
進
に

、

な
お
一

層
努

め
て

参
り
ま

す
。 

 長
崎
幸

太
郎

山
梨

県
知
事 
答

弁 

個
人
住

宅
の

ブ
ロ

ッ
ク
塀

等
の

安
全
確

保
に

つ
き

ま
し
て

は
、

ま
ず

は
、
所

有
者

が
安
全

性
を
確

認
す

る
必
要

が
あ

る
こ

と
か
ら

、
県

で
は
、

専
門
家

に
よ

る
相
談

窓
口

の
設

置
や
、

国
土

交
通
省

が
作
成

し
た

チ
ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

を
利
用

し
た

自
主
点

検
を
促

し
て

参
り
ま

し
た

。 

ま
た
、

安
全

対
策

を
早
急

に
進

め
て
い

く
た

め
、

個
人
が

負
担

す
る

除
却
費

や
改

修
費
に

つ
い
て

、
新

た
に
国

の
交

付
金

の
対
象

と
な

っ
た
こ

と
か
ら

、
本

年
度
、

補
助

制
度

を
創
設

し
、

特
に
危

険
性
が

高
い

７
０
箇

所
に

つ
い

て
、
そ

の
対

策
を
実

施
し
て

い
る

と
こ
ろ

で
あ

り
ま

す
。 
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今
後
は

、
市

町
村

と
連
携

し
、

危
険
な

ブ
ロ

ッ
ク

塀
等
の

調
査

を
進

め
、
そ

の
実

態
の
把

握
に
努

め
る

と
と
も

に
、

所
有

者
に
対

し
、

戸
別
訪

問
な
ど

に
よ

り
、
注

意
喚

起
や

補
助
制

度
の

周
知
に

取
り
組

ん
で

参
り
ま

す
。 

更
に
、

地
域

の
工

務
店
な

ど
を

対
象
に

研
修

会
を

実
施
し

、
民

間
の

ノ
ウ
ハ

ウ
も

生
か
し

た
安
全

対
策

を
、
直

接
住

民
に

周
知
し

て
い

た
だ
け

る
よ
う

な
取

り
組
み

も
進

め
る

な
ど
、

避
難

路
の
一

層
の
安

全
確

保
に
努

め
て

参
り

ま
す
。 


